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交通災害共済制度が
発足してから20 年

も
し
も
に
備
え
て
安
心
の
備
え
を

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
を

長
門
市
の
「
市
民
交
通
災
害
共

済
」
制
度
は
、
昭
和
4
3年
4
月
1

日
か
ら
開
始
さ
れ
、
今
年
で
満
2
0

年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
わ
ず
か
な
掛
金

で
万
一
交
通
事
故
に
遭
づ
た
と
き

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

3
月
中
に
申
込
み
の
手
続
を
す

る
と
、
4
月
1
日
か
ら
効
力
が
発

生
し
ま
す
。

掛
金
は
、
年
間
4
8
0
円
で
す

が
、
保
障
額
は
別
表
①
の
と
お
り

で
す
。

昭
和
6
2年
度
分
の
共
済
金
の
受

給
状
況
は
、
別
表
②
の
と
お
り
で

す
。共

済
金
の
請
求
も
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

別
表
②
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
共

済
金
の
支
給
を
受
け
た
人
が
意
外

に
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

も
ち
ろ
ん
交
通
事
故
に
遭
っ
た

人
が
少
な
い
の
な
ら
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

事
故
に
遭
い
な
が
ら
共
済
金
を

請
求
し
て
い
な
い
人
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
加
入
者
自
身
が
車
を
運

転
し
て
負
傷
し
た
場
合
、
共
済
金

が
支
給
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
お
ら

れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
い
事
故

は
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

・
加
入
者
の
酒
気
帯
び
運
転
、
無

免
許
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
も
し

く
は
信
号
無
視
の
運
転
、
又
は
運

転
中
の
し
や
断
踏
切
り
立
入
り
の

事
故
。

・
そ
の
他
、
法
令
違
反
の
場
合
、

程
度
に
よ
っ
て
共
済
金
か
ら
5
0％

差
引
い
た
金
額
。

事
故
で
負
傷
し
た
場
合
、
自
分

で
判
断
し
な
い
で
防
災
車
両
係
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
の

時
効
は
2
年
で
す

共
済
加
入
者
で
、
交
通
事
故
に

遭
い
な
が
ら
共
済
金
の
請
求
を
し

て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
故
発
生
か
ら
2
年
間
が
請
求
で

き
る
期
間
で
す
。
早
く
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

事
故
が
起
っ
た
ら

警
察
へ
届
出
て

相
手
の
あ
る
交
通
事
故
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
だ
け
の
自
損
事
故
で

も
す
ぐ
に
警
察
署
に
届
出
て
く
だ

さ
い
。
自
分
が
被
害
者
で
も
、
加

害
者
で
も
届
出
て
く
だ
さ
い
。
自

転
車
事
故
で
も
届
出
て
く
だ
さ
い
。

警
察
署
に
届
出
な
い
と
、
交
通

事
故
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
の
で

交
通
事
故
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。
列
車
や
駅
構
内
、
船
、
飛

行
機
な
ど
の
事
故
証
明
は
、
駅
長
、

船
長
、
会
社
な
ど
で
証
明
し
て
く

れ
ま
す
の
で
必
ず
事
故
の
届
出
を

し
ま
し
よ
う
。
救
急
車
は
、
救
急

車
で
病
院
に
運
ば
れ
た
証
明
に
は

な
り
ま
す
が
、
交
通
事
故
の
証
明

に
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
の
で
警

察
に
届
出
ま
し
ょ
う
。

目
撃
者
証
明
だ
け
の
場
合
は
十

日
以
上
の
安
静
期
間
に
対
し
て
見

舞
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
が
、
金
額

は
わ
ず
か
で
す
。

申
込
み
は
、

区
長
さ
ん
へ

す
で
に
加
入
申
込
み
書
を
お
配

り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
申
込
み
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を

添
え
て
区
長
さ
ん
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
市
民
で
な
く
て
も
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
る

人
も
加
入
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
な
ど
区
長
さ
ん
を
経
由
し

な
く
て
も
、
直
接
各
支
所
か
防
災

車
両
係
へ
申
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。

表1　 保　障　額

死　 亡 交 通 事 故 死 800, 000 円

入　 院 1　
日 に つ き

( 180 日 限度) 1, 000 円

自宅治療

10　 日　以　 内 7, 000 円

11　 日　以　 上 9､000 円

21　 日　以　 上 12, 000円
31日以上 より10 日増 すご と
に5. 000 円 を加 算し ます。

最高91日以上
で47. 000円

表2　 共済金の受給状況

年度 加入者 掛金計
受　　　　給　　　　（円）

死　 亡 入　 院 自宅治療

59 3, 672 人
円

1. 748, 600 - 10件
53万8 千

11件
22万7 千

60 3, 639 人
円

1, 737, 400 1 件
80万

8件
56万5 千

10件
17万5 千

61 3. 748 人
円

1. 792, 360 - 10件
45万9 千

14件
25万3 千

62

( 63. 2月末) 3, 790 人
円

1, 811. 680 - 14件
82万6 千

6件
15万5 千

昭
和
6
3
年

度

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
を
変
更
し
ま
ず

一
期
分
の
納
期
は
5
月
3
1日

昭
和
6
3年
度
は
、
3
年
毎
に
固

定
資
産
の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
る

年
で
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
6
3年
度
の
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
は
、

例
年
よ
り
一
か
月
遅
れ
で
、
4
月

1
日
か
ら
4
月
2
0日
ま
で
に
変
更

し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
固
定
資
産
税
の

一
期
分
の
納
期
も
5
月
3
1日
に
変

更
に
な
り
ま
す
。



こ
の
よ
う
に
変
り
ま
す

新
・
利
子
非
課
税
制
度

利
子
の
非
課
税
制
度
、
い
わ
ゆ

る
マ
ル
優
等
の
制
度
が
、
昭
和
6
3

年
4
月
1
日
か
ら
変
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は
、
マ
ル
優
、

特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金
の
利
子

非
課
税
扱
い
は
、
次
の
よ
う
な
人

や
こ
れ
ら
の
人
に
準
ず
る
人
な
ど

に
限
っ
て
利
用
で
き
ま
す
。

・
6
5歳
以
上
の
人

・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
妻

・
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
一

般
の
財
形
貯
蓄
の
非
課
税
が
な
く

な
り
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
財
形

住
宅
貯
蓄
と
、
従
来
の
財
形
年
金

貯
蓄
を
合
わ
せ
て
、
最
高
五
百
万

円
が
非
課
税
ワ
ク
と
な
り
ま
す
。

新
制
度
の
適
用
は

4
月
1
日
か
ら

新
・
利
子
非
課
税
制
度
の
種
類

や
内
容
な
ど
は
表
の
と
お
り
で
、

こ
れ
以
外
の
利
子
所
得
は
、
原
則

と
し
て
一
律
2
0％
（
う
ち
5
％
は

県
民
税
）
の
源
泉
分
離
課
税
と
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の

総
合
課
税
制
度
、
3
5％
の
源
泉
分

離
選
択
課
税
制
度
、
確
定
申
告
不

要
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
原

則
と
し
て
昭
和
6
3年
4
月
1
日
以

降
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
利
子
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

非
課
税
制
度
の
利
用
に
は

手
続
き
が
必
要

新
マ
ル
優
な
ど
を
利
用
す
る
方

は
、
非
課
税
対
象
者
に
該
当
す
る

旨
の
確
認
を
受
け
る
ほ
か
、
住
民

票
の
写
し
、
保
険
証
、
年
金
手
帳

な
ど
一
定
の
公
的
書
類
を
金
融
機

関
の
窓
口
に
提
出
し
て
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
の
確
認
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
6
3年
3
月
3
1日
以
前
に

マ
ル
優
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
お

年
寄
り
な
ど
が
、
引
き
続
き
非
課

税
制
度
を
利
用
す
る
手
続
き
は
、預

貯
金
の
満
期
日
ま
で
か
、
遅
く
と

も
6
4年
3
月
3
1日
ま
で
に
一
定
の

手
続
き
を
す
ま
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

預
貯
金
先
の
金
融
機
関
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

新・利子非課税制度の
種類と内容

お年寄りの場合

種　　類 非課税限度額 内　　　容

マ ル 優 300万円
銀行などの預貯
金、貸付信託、
公社債、公社債投資信託など

特別マル優 300万円 利付国債、公募
地方債

郵便貯金 300万円

サラリーマンの場合
種　　類

非 課 税
限 度 額 内　　　 容

財形 住宅 貯蓄

財形 年 金 貯蓄

合わせて
500万円

サラリーマンの
給料からの天引
預金

お
店
の
は
か
り
は

検
査
が
必
要
で
す

計
量
器
の
定
期
検
査

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る

計
量
器
、
「
は
か
り
」
は
必
ず
定

期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
な
い
計
量
器
を
取

引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
た
と
き

は
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
定
期
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
は
、
次
の
日
程
で
市
内
を

巡
回
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程
表

3
月
1
4日

1
0
：
3
0
～
1
2
：
0
0

1
3：
0
0～
1
5：
0
0

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

3
月
1
5日
　
　
　
　

『

1
0
：
0
0
～
1
0
：
3
0

深
用
農
協
湯
本
支
所

1
1
：
0
0
～
1
2
：
0
0

俵
山
公
民
館
ロ
ビ
ー

1
3：
0
0～
1
4：
0
0

俵
山
湯
町
区
民
館

3
月
1
6日

1
0：
0
0～
1
2：
0
0

1
3
：
0
0
～
1
5
：
0
0

仙
崎
公
民
館
会
議
室

3
月
1
7日

1
0
：
3
0
～
1
2
：
0
0

1
3：
0
0～
1
4：
0
0

通
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
印
鑑
と
手
数
料
が
必
要
で
す
。

健康講座を開 講
受講肴を募集中

テーマ「食事と健 康」

第1 回3 月23日(水)

第2 回3 月29日(火)

第3 回3 月30日(水)

時 間

9: 30 ～15 :  30

毎回 同 じ

内　 容　 講演･ 栄養指導・会食

健康クイズ　など

3 日間とも講座の内容は同じで

すので、都合のよい日を選んで受

講してください。

申込期限　3月10日木

申込み先、問合せ先

保健センター　82- 5767

又は市役所内線411 ・ 412

電話加入権の
公売をし ます

差押財産を公売します。公売に参

加を希望される人は、公売日時にお

集りください。

・公売財産　電話加入権　8件

● 公売方法　入札による。

● 日　　時　昭和63年3 月16日

午前10時から

● 公売場所　市役所3 階会議室

● 備　　考　・権利移転に伴う費用

は買入した人の負担

です。

● 詳しくは、税務課管理収納係
( 　　内線12  2) へ。

集う森　声かけきって　火の始末
( 全国 山 火 事予 防 統 一 標語)

山火事予防
運動月間

3 月1 日 から3 月31 日まで

こ れ から“ 山 火 事 ” の 最も 発生 し や す い 時

期です！　山火事を防止するため、次のこ

とに 御 協力 く だ さい 。

た ば こ の 吸い がら は 完 全に 消 し ま し ょ う。

車 の窓 か ら のた ば こ の 吸い がら の 投 げ 捨て は
絶対 や め まし ょ う 。

た き 火 の 後 始 末は 完 全に し 、 残火 の
な い よ う皆で 注 意 し まし ょ う。

子 供 の 火 遊 び に は 皆 で 注 意し
絶対 や め させ ま し よう。

火 入 れ をす る と き は、 必 ず

市 の許 可 を受 け ま し よう。



児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
変
更

該
当
す
る
人
は
請
求
を

昭
和
6
3年
4
月
1
日
か
ら
児
童

手
当
の
対
象
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
。

1
8歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上

養
育
し
て
い
る
人
で
、
2
人
目
以

降
の
児
童
が
義
務
教
育
就
学
前
（

小
学
校
入
学
前
）
の
人
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
1
8歳
未
満
の
児
童
2
人
を
養
育

し
て
い
る
人
で
、
第
2
子
が
昭

和
5
7年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
8

年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
誕
生

し
て
い
る
場
合
。

・
1
8歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
土

養
育
し
て
い
る
人
で
、
第
2
子

が
昭
和
5
7年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
8年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に

誕
生
し
て
い
る
場
合
。

・
1
8歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上

養
育
し
て
い
る
人
で
、
第
2
子

以
降
の
児
童
が
、
1
5歳
未
満
で

病
弱
、
発
育
不
完
全
等
の
た
め

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
て
い

る
場
合
。

・
そ
の
他
、
第
2
子
が
昭
和
5
8年

4
月
2
日
以
後
に
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
、
請
求
の
手
続

を
し
て
い
な
い
人
。
ま
た
、
第

3
子
以
降
の
児
童
が
昭
和
5
7年

4
月
2
日
以
後
に
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
、
請
求
手
続
を

し
て
い
な
い
人
。

・
児
童
手
当
の
該
当
者
で
あ
っ
て

も
、
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
出

来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
額

・
第
3
子
に
対
す
る
手
当
は

月
額
2
、
5
0
0
円
で
す
。

・
第
2
子
以
降
の
手
当
は

1
人
に
つ
き
月
額
5
、
0
0
0

円
で
す
。

○
支
給
開
始

3
月
3
1日
ま
で
に
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
、
4
月
か
ら
支
給
。

4
月
1
日
以
降
に
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
、
翌
月
か
ら
支
給
。

児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
人
へ

既
に
第
3
子
分
の
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
で
、
第
2
子
が

4
月
1
日
現
在
6
歳
未
満
の
場
合

は
、
額
改
定
請
求
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
増
額
さ
れ
ま
す
。
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
は
、
2
人
目
（
6
歳

未
満
）
の
児
童
の
認
定
請
求
に
準

じ
て
行
い
ま
す
。

今
年
4
月
か
ら
支
給
対
象
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
る
の
は
、
義
務
教
育
就

学
前
（
小
学
校
入
学
前
）
の
児
童

と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
児
童
手

当
を
受
け
て
い
る
第
3
子
以
降
の

児
童
で
、
昭
和
5
7年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
児
童
は
、
児
童
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

詳
細
は
福
祉
事
務
所
庶
務
係
へ

（
内
線
1
1
1
）

( 第1 子)

( 第2 子) ( 第3 子)
( 第4 子)

例の場合の
児童手当は 2, 500 円 十5, 000円 十5, 000円=12, 500 円

( 昭 和63年4 月 分か ら)

市
営
住
宅

申
し
込
み
は

3
月
1
7
日
ま
で

▼
住
宅
の
所
在
市
内
全
域

▼
住
宅
の
種
別

第
2
種
市
営
住
宅

▼
住
宅
の
家
賃

月
額
　
　
5
、
4
0
0
円
か
ら

2
3
、
0
0
0
円
ま
で

▼
申
込
者
の
資
格

①
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
が

あ
る
人

②
現
に
同
居
か
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な

い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る

人
、
そ
の
他
婚
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
人

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人

④
入
居
の
申
込
み
を
し
た
日
に
お

い
て
、
公
営
住
宅
法
の
規
定
に

よ
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

▼
申
込
受
付

①
受
付
期
間
　
3
月
1
0日
か
ら

3
月
1
7日
ま
で

②
受
付
場
所
　
市
財
政
課
管
財
係

又
は
各
支
所

▼
申
込
手
続

市
財
政
課
又
は
各
支
所
に
備
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
な
事
項
を

詳
し
く
記
入
の
う
え
、
本
人
及
び

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
の
昭

和
6
1年
分
所
得
証
明
書
、
昭
和
6
2

年
分
源
泉
徴
収
票
及
び
住
民
票
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

申
込
書
の
書
面
審
査
及
び
実
態

調
査
を
行
い
、
有
資
格
者
を
選
考

す
る
と
と
も
に
、
有
資
格
者
の
中

か
ら
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り
補
欠
入

居
予
定
順
位
を
決
定
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
市
財
政
課
管
財
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
容
内
線
　
3
3
2
）

簿記・ワープロ技術講習

会 受講生募
集講 習 内 容

・簿　記… 簿記検定3級程度… 24日
・ワープロ‥ 基　　本　　操　　作‥ ･5日
対 象 者

講 習 終 了 後 、 就 業 （ 内 職 を 含 む ） す る
意 志 の あ る 婦 人

講 習 期 間
29 日 間　 昭 和63 年4 月11 日 ～ 昭 和63 年

6 月17 日　 週3 日（ 月 曜･ 水 曜･ 金 曜 ）
講 習 時 間

1 日3 時 間　 午 後1 時30 分 か ら
午 後4 時30 分 ま で

講 習 会 場
長 門 市 物 産 観 光 セ ン タ ー

講　　 師
・簿　記… 中村貞行
・ワープロ… システムイン萩　インスト

ラ ク ター
募 集 定 員

20 人 （ 応 募 者 が 、 定 員 を 大 幅 に 超 え る
場 合 は 、 抽 選 ）

受 講 料
無　 料 （ 教 科 書 な ど は 、 自 己 負 担 ）

申 込 期 間

昭 和63 年3 月5 日 ～ 昭 和63 年3 月31 日
申 込 方 法

長 門 市 役 所 商 工 観 光 課 に 置 い て あ る 申
込 書 に よ り 申 込 ん で く だ さ い 。

問 合 せ 先
長 門 市 商 工 観 光 課 《 婦 人 就 業 相 談 員 》

内 線421 ・ 422

ルオー・ピカソ・シャガール・ミロら20 世 紀 美 術

偉 大 な 先 駆 者 た ち 展

と　 き 3 月9 日(水)～4 月3 日(日) 月曜日
は 休館

とこ ろ 山 口 県 立 美 術 館
入場料　 一 般900 円　 大・高700 円　 中・小400 円



特別表彰を7人が受賞
高木兄弟(深川中)がそろって受賞

2
月
1
6日
、
市
長
室
で
長
門
市

特
別
表
彰
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
昭
和
6
2年
度

中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
お
い

て
、
山
口
県
大
会
で
最
優
秀
の
成

績
を
お
さ
め
た
児
童
や
生
徒
、
中

国
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
し
た

児
童
生
徒
を
表
彰
し
た
も
の
で
す
。

式
で
は
、
福
田
市
長
が
受
賞
者

の
健
闘
を
た
た
え
て
、
賞
状
と
メ

タ
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

〔
受
賞
者
の
紹
介
〕
　（
敬
称
略
）

○
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
受
賞

廣
田
　
友
和
（
仙
崎
中
2
年
）

第
2
1回
中
国
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
1
0
0
Mに
出
場

高
木
　
知
英
（
深
川
中
3
年
）

第
3
4回
中
学
校
西
部
春
季
体
育

大
会
8
0
0
M
で
優
勝

奥
嶋
　
や
よ
み（
深
川
中
3
年
）

第
6
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝
競
走
大
会
に
山
口
県
代

表
選
手
と
し
て
出
場

本
田
　
朋
代
（
深
川
中
3
年
）

第
3
3回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸

上
競
技
山
口
県
大
会
の
砲
丸
投

げ
で
優
勝

第
2
1回
中
国
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
の
砲
丸
投
げ
で
3

位
入
賞

Ｏ
文
化
に
お
け
る
受
賞

荒
川
　
あ
ゆ
み（
通
小
2
年
）

健
康
づ
く
り
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
文
の
部
で

最
優
秀
賞

高
木
　
　
仁
（
深
川
中
1
年
）

山
口
県
学
校
美
術
展
　
推
奨
賞

小
野
　
純
代
（
深
川
中
1
年
）

山
口
県
学
校
美
術
展
　
推
奨
賞

重
　
村
　
綾
　
二
く
ん

（
1
歳
6
か
月
）

（
上
の
原
区
）

わ
ん
ぱ
く
で
、
い
た
ず
ら
っ

子
で
す
。
元
気
で
強
い
子
に
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
母
　
好
江
さ
ん
）

王
子

山

公
園
に
な
る
の
で
植
ゑ
ら
れ
た
、

櫻
は
み
ん
な
枯
れ
た
け
ど
、

伐
ら
れ
た
雑
木
の
切
株
に
や
、

み
ん
な
芽
が
出
た
、
芽
が
伸
び
た
。

木
の
間
に
光
る
銀
の
海
、

わ
た
し
の
町
は
そ
の
な
か
に
、

龍
宮
み
た
い
に
浮
ん
で
る
。

銀
の
瓦
と
石
垣
と
、

夢
の
や
う
に
も
、
霞
ん
で
る
。

王
子
山
か
ら
町
見
れ
ば
、

わ
た
し
は
町
が
好
き
に
な
る
。

干
鰮
の
に
ほ
ひ
も
こ
こ
へ
は
来
な
い
、

わ
か
い
芽
立
ち
の
香
が
す
る
ば
か
り
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」

昭和63年度

社会体育関係団体の登録を

市
民
の
体
力
づ
く

り
意
識
の
高
ま
り
で
、

市
内
に
は
2
0
0

を

越
え
る
ス
ポ
ー
ツ
団

体
や
体
力
つ
く
り
グ

ル
ー
プ
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
を
社
会
体

育
関
係
団
体
と
し
て

登
録
制
度
に
よ
り
把

握
し
て
い
ま
す
。

6
3年
度
の
社
会
体

育
関
係
団
体
の
登
録

を
次
の
と
お
り
受
付

け
ま
す
の
で
代
表
者

は
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
市
や
学
校
の
体
育
施
設

を
利
用
す
る
た
め
に
は
こ
の
登
録

を
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◇
登
録
受
付
期
間

3
月
7
日
か
ら
1
9日
ま
で

◇
登
録
受
付
場
所

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

各
公
民
館

電
気
配
線
調
査

詐
欺
に
ご
用
心

最
近
、
中
国
電
力
の
職
員
を
装

い
、
電
気
設
備
を
調
査
し
、
代
金

を
請
求
す
る
詐
欺
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

お
客
様
の
電
気
設
備
の
調
査
等

は
、
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
調
査
・
点
検
は
す
べ
て
無

料
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
不
審
な
訪
問
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
下
記
営
業
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
国
電
力
長
門
営
業
所

②
2
0
6
0

国民年金
「似顔絵コンクール」

作品展示会
・3月4日(金～3月8日(火)

・中央公民館玄関ロビー

市内の保育園児の作品を展示

ＪＲが全国的に時間改正

3 月13 日から
お出かけの際はもう一度
時間の確認を

詳細問合せは
長門市駅　 ②2600 へ



3月 健診カレンダー
日 曜 健　 診　 名 時　　 間 場　　　 所 対 象 者

1

4

7

8

yx

9

zx

11

14

ZX
zx

15

yx

16

17

18

22

23

24

25

28

火

金

月

火

x/

水

xl

金

月

/ /
yx

火

zl

水

木

金

火

水

木

金

月

乳　児　健　診

育　児　相　談

育　児　学　級

乳　児　健　診

1 歳6 か月児健診

乳　児　健　診

健　康　相　談

乳　児　健　診

妊婦学級第1 課

乳　児　健　診

3 歳 児 健 診

健　康　相　談

乳　児　健　診

妊婦学級第2 課

乳　児　健　診

発達クリニック

乳　児　健　診

13 :  30～14二30

yx

13 :  30～15 :  30

13 :  30～15 :  30

14 二00～14 :  30

13 :  15～13 :  45

13 :  00～14 :  30

13 :  30～14 :  30

10 :  00～11 :  30

13 :  00～14 :  30

14 二00～14二30

10 :  00～15: 00

13 :  30～14 :  30

13 :  00～14 :  00

13 :  30～15 :  00

13 二30～14 :  30

10 :  00～15 :  00

13 :  00～14 :  30

13 :  00～14 :  00

13 :  30～14: 30

13 :  30～14 二00

長 門総 合 病 院

岡田クリニック

通　公　民　館

保 健 セ ン タ ー

高 木 小 児 科

保 健 セ ン タ ー

長 門 総 合 病 院

岡田クリニック

田 ノ 浦 会 館

通　公　民　館

高 木 小 児 科

保 健 セ ン タ ー

長 門 総 合 病 院

長 門 保 健 所

大 畑 集 会 所

岡田クリニック

保 健 セ ン タ ー

長 門 総 合病 院

長 門 保 健 所

岡田クリニック

斎　木　病　院

3 か月児
( 生後100日以降)
3 か月児

乳幼児

生後4 か月児をもっ母親
6 か月児

S61年9月生れの児

6 か月児

成　人

3 か月児

初回妊婦
3 か月児
( 生後100日以降)

S60年3月生れの児

成　　人

3 か月児

初回妊婦

6 か月児

発育や発達で気になる児
6 か月児

3か月児・6 か月児

毎週木曜日 健 康 相 談 9 二00～15 :  00 保 健 セ ンタ ー 成　　人

/ / 金曜日 育 児 相 談 Z/ XX 乳 幼 児

生後6 か月になったら小児がん検査（神経芽細胞腫検査）を受けましょう。
詳細は長門保健所　 2- 2811 へお問い合せ下さい。

麻しん( はしか) の予防接 種
麻 しん( は しか) の予防接種 を次

のとお り実施 します。　1歳6 か月 を
過ぎ たら、満3 歳までに 必ず受け て
免疫 をつけ まし ょう。
○ 持 参するもの　 母子健康手帳､印鑑
○ 対　 象　 者　 昭和60年3 月18 日生

れ から昭和61 年9 月14 日生れま で
( 但 し、接 種当 日が18 か月～36か

月であ れば対象 者です)
【病医 院の受付 期間】

宮　 尾　 医　 院

3月14日( 月) ～3月18日( 金
14 :  00～16 :  00

斎　 木　 病　 院
Z/ 　　　　　9: 00～12 :  00

吉　 村　 内　 科

X/ 　　　　　9: 00～16 :  00
高 木 小 児 科

X/ 　　　　　8: 00～16 :  00
岡田 クリニッ ク

X/ 　　　　　9: 00～16 ：00
※ 　 詳しく は、保健セ ンターヘお た

ず ねくだ さい 。
(  2- 5767 又は市役 所内線411・412)

人権相談
日　 時　3 月16日(水)

10 :  00～15 :  00
場　 所　 中央 公民館、会 議室
内　 容　 土 地の境界、借 地借家 の

問題 、金銭貸借 、家庭 の
相 談、その他 心配ご と。

相談 担当者
人権擁 護委員、 法務局職員

相談料　　 無　 料
ご相 談の件は 秘密 を守り ます ので、
お気 軽にご利用く ださい。

消え たかな

気になる　あ の火
もう一度

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
中

（
2
月
2
9日
～
3
月
1
3日
）

油
断
大

敵コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ

コ
ン
ロ
に
天
ぷ
ら
鍋
や

や
か
ん
等
を
か
け
、
火
を

つ
け
た
ま
ま
消
し
忘
れ
た

た
め
発
生
し
た
火
災
は
全

国
的
に
み
て
も
毎
年
火
災

原
因
の
上
位
を
占
め
て
お

り
、
当
管
内
で
も
昭
和
6
1

年
中
に
は
6
件
、
昭
和
6
2

年
中
は
1
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が
原

因
で
す
。

あ
な
た
は
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
で
す
か
。

｢ 消 し 忘 れ｣ の 主 な 理 由
( 昭和58年東京消防庁調べ)

訟 ぼ 黯　17. 7%

来 客 が あ っ た　17. 2%
テ レ ビ を 見 た　11. 3%
外 出 し た　　　11. 3%
電 話 に 出 た　　11. 1%
そ の 他　　　　31. 4%

長
門
地
区
消
防
本
部
・
消
防
署

長
門
2
1
3
1
1
1

表
紙
の
説
明

向
陽
小
学
校
の
6
年
生
2
8人
は

卒
業
の
記
念
に
し
よ
う
と
、
担
任

の
柴
田
先
生
の
指
導
で
萩
焼
の
花

瓶
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

作
品
は
ま
だ
途
中
で
、
こ
の
あ

と
ね
ん
土
で
飾
り
を
つ
け
乾
燥
さ

せ
ま
す
。
こ
れ
を
焼
く
窯
は
、
本

格
的
な
登
り
窯
が
ま
も
な
く
完
成

し
、
こ
の
窯
で
伝
統
的
な
萩
焼
づ

く
り
を
体
験
し
ま
す
。

市内 の 小・中学 校 卒業式 日 程

○ 小学校　3 月19 日(土)
9 : 30 ～

( 青海島小・俵山小は10 :  00～)
○ 中学校　3 月15 日(火)

仙崎中・深川中は9: 30～
通中 ・俵 山中は10 :  00～

3 月 の暦
3 日　耳の日・

ひな祭り
6 日　啓　　蟄

( けいちつ)
了日　消防記念日
8 日　国際婦人

デー

21日　春分の日

22日　放送記念日
23日　世界気象

デー
25日　電気記念日
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